
ダイナミックおよび静的 PCCルール

この章では、次のトピックについて取り上げます。

•機能の概要と変更履歴, on page 1
•機能説明, on page 2
•定義済み PCCルールをプロビジョニングする, on page 3
•ダイナミック PCCルールのサポート, on page 4
•ポリシング（5ページ）
•帯域幅ポリシー構成の制限（6ページ）
•静的ルールおよび事前定義済みルールのレート制限, on page 7
•ダイナミックルールのレート制限, on page 7
•標準準拠, on page 9
• URR IDを構成する, on page 9
•しきい値の設定, on page 10

機能の概要と変更履歴

要約データ

Table 1:要約データ

5G-UPF該当製品または機能エリア

VPC-SI

SMI
該当プラットフォーム

有効：常時オン機能のデフォルト設定

N/Aこのリリースでの関連する変更点

UCC5GUPF構成およびアドミニストレーショ

ンガイド

関連資料
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更新履歴

Table 2:マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

2021.01.0次に対するサポートが追加されました：

•フローレベルのポリシング

•帯域幅ポリシーあたりの最大グループ数を増加する

2020.02.0最初の導入。

機能説明
ダイナミック PCCルールは、HTTPインターフェイス経由で、PCFから PCEFにプロビジョニ
ングされ、PCFで事前定義されり/静的であったり、または動的に生成されます。ダイナミッ
ク PCCルールは、任意のタイミングでインストール、変更、および削除できます。

定義済み PCCルールは、PCRFで構成され、PCFや PCEFは、任意のタイミングでアクティブ
化または非アクティブ化できます。PCEF内の静的 PCCルールをグループ化すると、PCRFは
HTTP参照ポイントで一連の静的 PCCルールを動的にアクティブ化できます。PCEFによって
ローカルにアクティブ化されるこれらの静的 PCCルールは、PCFでは明示的に認識されませ
んが、PCFは単に PCFからアクティブ化される静的 PCCルールの識別子を認識します。

機能の仕組み

定義済み PCCルールのサポート
Config URR IDは、静的ルールと事前定義ルールに適用されます。サブスクライバコールが発
生すると、rulebaseの静的ルールを通過します。バケツ IDをキーとして使用するサブスクライ
バプライマリ URRは、課金アクション構成があるさまざまなインターフェイス向けに対応す
るURRバケツを更新します。ダイナミックルールと事前定義済みルールの場合、PDRのURR
ID リストは、ユーザープレーンで、URRバケツを作成します。

Cisco SMFとUPFが課金アクションでベンダーに依存しない方法で独立して動作できるように
するためのエコシステムの変更は、次のとおりです。

• UPFで構成可能な「Config URR」

•しきい値のローカル構成を有効にする UPF
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定義済み PCCルールをプロビジョニングする
事前設定された PCCルールは、SMF（5GCの場合）で事前設定されます。定義済み PCCルー
ルは、PCFが任意のタイミングでアクティブ化または非アクティブ化できます。定義済みPCC
ルールをグループ化すると、PCFは動的に PCCルール一式をアクティブ化できます。SMF
は、次の方法で、UPFの PCFによってアクティブ化および事前定義された PCCルールを適用
できます。

•アクティブ化および事前定義された PCCルールおよび対応する QoSおよび課金制御情報
によってそれぞれ参照されるサービスデータフィルタまたはアプリケーション IDを決定
します。

•サービスデータフロー、事前定義された PCCまたは ADCルールが参照するアプリケー
ションを特定するために必要な PDRが無い場合は、作成します。

•サービスデータフローまたはアプリケーションレベルで QoS適用に向けて必要な QERを
作成します。

•検出されたサービスデータフローまたはアプリケーション通信を転送するために QoSフ
ローバインディングおよび QoS制御の結果として、あるいは、事前定義された PCCルー
ルに含まれている場合に、リダイレクトまたは通信ステアリング制御を適用するために、

新しい FARを作成する必要がある場合は、必要な FARを作成します。

•事前定義されたPCCルールに含まれている場合、各MonitoringKey、ChargingKey、Charging
Keyと Service IDの組み合わせまたは、Charging Key、Sponso IDおよび Application Service
Provider IDの組み合わせに対して必要な URRを作成します。

および、後で次の方法で：

•作成した URRに新規作成された PDRを関連付けます。

•既存の FARまたは新しい FARを新規作成された PDRに関連付けます。

必要に応じて、多くの PFCPセッションに共通の通信処理ポリシー（つまり、事前定義された
QER、FAR、URR）をUPFで構成できます。SMFは、次のいずれかにActivate Predefined Rules
IEを含めることで、これらの通信処理ポリシーをアクティブ化できます。

• PFCP Session Establishment要求の Create PDR IE

• PFCP Session Modification要求の Create PDR IE

アクティブ化および事前定義されたルールと関連付けられたPDRと一致する通信の場合、UPF
は、ルールを適用します。たとえば、URRの場合、UPFは、使用状況レポートを生成し、そ
れを SMFに送信し、SMFは、その使用状況レポートを処理します。

UPFの事前定義されたルールによってトリガーされるレポートで使用されるURR IDも、SMF
で事前設定されます。
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ダイナミック PCCルールのサポート
ダイナミック PCCルールの場合、パケット転送制御プロトコル（PFPC）セッションごとに複
数のフローがサポートされます。

• 5G QoSモデルでは、サブスクリプション関連および呼び出し関連の優先順位メカニズム
に基づいて、特定のサービスの分類と差別化を行うことができます。これらのメカニズム

は、優先順位がのQoSフローを呼び出す、変更、維持、リリースしたり、ネットワーク
輻輳条件でのQoS特性に従ってQoSフローパケットを配信したりする機能を提供します。

• 5G QoSモデルは、QoSフローに基づいています。5G QoSモデルは、保証されたフロー
ビットレートを必要とする QoSフロー（GBR QoSフロー）と、保証されたフロービット
レートを必要としないQoSフロー（非 GBR QoSフロー）の両方をサポートします。

• QoSフローは、PPDUセッションにおける QoS差別化の最小単位です。QoSフロー ID
（QFI）は、5Gシステムで QoSフローを識別するために使用されます。PDUセッション
内で同じQFIを持つユーザープレーン通信は、同じ通信転送処理（スケジューリング、ア
ドミッションしきい値）を受信します。

• 5GS内では、デフォルトのQoSルールに関連付けられたQoSフローを PDUセッションに
対して確立する必要があり、PDUセッションのライフタイム全体にわたって確立されたま
まになります。この QoSフローは、非 GBR QoSフローである必要があります。

• QoSフローは、QoSパラメータおよび QoS特性で指定されている QoS要件に関連付けら
れます。QoSフローは、その QoSプロファイルに応じて「GBR」または「非 GBR」のい
ずれかになります。

•各 QoSフローの場合、QoSプロファイルには QoSパラメータが含まれます。

• 5G QoS Identifier（5QI）

• Allocation and Retention Priority（ARP）

•各 GBR QoSフローについてのみ、QoSプロファイルには QoSパラメータも含まれて
いる必要があります。

•保証されているフロービットレート（GFBR）：ULと DL

•最大フロービットレート（MFBR）：ULと DL

• GBR QoSフローのみの場合、QoSプロファイルには 1つ以上の QoSパラメータも含
まれる場合があります。

•通知の制御

•最大パケット損失レート：LDと DL

PDRの作成または変更中、UPFはフローでの QoS適用に向けて QERを受信します。
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QoS適用ルール相関 IDは、複数の PFCPセッションコンテキストから QERを関連付けるため
に CP機能によって割り当てられます。たとえば、PGW-Uでの APN-AMBRの適用は、同じ
APNに対する UEのすべての PDN接続の非 GBRベアラーに対応するすべての PDRに関連付
けられた異なる PFCPセッションのQERに、同じQoS適用ルール相関 IDを設定することで実
現されます。複数の PFCPセッションの同じ QoS適用ルール相関 IDに関連付けられている
QESは、それらの各 PFCPセッションの同じ QERコンテンツを使用してプロビジョニングさ
れます。QoS適用ルール相関 IDは、UEが EPCにある場合に、APN-AMBRを適用する場合の
みに使用され、N4経由でCP機能によってUP機能に提供され、PDUセッションは、後の段階
で EPCに移動する場合があります。

UPFは、5G PFCPセッション向けの QoS適用ルール相関 IDを受信して、それを適用します。

ポリシング
ポリサー設定では、セッションマネージャからの入力を使用します。これらの入力は、PCFか
ら AMBRとして、またはフローレベルの QoS情報から受信されます。セッションレベルの
AMBRポリシングでは、PCFから受信した値を常に許可します。ただし、フローレベルのポリ
シングがある場合は、それが優先され、AMBRポリシングが順番に適用されます。つまり、ポ
リサーエンジンは階層型ポリシングを適用します。最初にフローレベル/ルールの帯域幅制限
が適用され、次にセッションレベルの帯域幅制限が適用されます。

RARまたは CCA-Uを介したセッション実行時の AMBRの変更が適用されます。（注）

セッションマネージャから受信した入力値は、ポリサー設定およびポリサートークンバケット

にプッシュされます。アップリンクまたはダウンリンクの各方向に対し、ポリサー設定とポリ

サートークンバケット用の新しいレコードが作成されます。

ポリサー設定はポリサーエンジンの参照先であり、ポリサートークンバケットは値の計算と復

元に使用されます。

現在、ポリシングは、PCFから受信した AMBRおよびダイナミックルールのルールレベルの
QoS情報に対してサポートされています。静的ルールおよび事前定義ルールの場合、帯域幅制
限は帯域幅ポリシー設定によって実施されます。SMFの Active Charging Service Configuration
モードの bandwidth-policy構成で設定された拡張ビットレートは、RCMによって UPFに提供
され、同じものが、UPFによってポリシングに適用されます。拡張ビットレートを使用した帯
域幅ポリシーの設定例を次に示します。

configure
active-charging service ACS
bandwidth-policy BWP

flow limit-for-bandwidth id 1 group-id 2

flow limit-for-bandwidth id 2 group-id 3
flow limit-for-bandwidth id 100 group-id 100

group-id 2 direction uplink peak-data-rate 256000 peak-burst-size 1000 violate-action
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discard
group-id 3 direction downlink peak-data-rate 256000 peak-burst-size 1000

violate-action discard
group-id 4 direction uplink peak-data-rate 300000 peak-burst-size 1200 violate-action

lower-ip-precedence
group-id 5 direction downlink peak-data-rate 300000 peak-burst-size 1200

violate-action lower-ip-precedence committed-data-rate 256000 committed-burst-size 1000
exceed-action lower-ip-precedence

group-id 100 direction downlink peak-data-rate-kbps 4294967295 peak-burst-size
4294967295 violate-action discard

group-id 100 direction uplink peak-data-rate-kbps 4294967295 peak-burst-size
4294967295 violate-action discard

exit
charging-action catchall
flow limit-for-bandwidth id 1
exit

rulebase cisco
bandwidth default-policy BWP
exit

end

制限事項

このリリースでは、ポリシングに次の制限があります。

• bandwidth-policyの変更はサポートさません。

•トークンの補充などのその他機能（APNレベルとACLレベルの両方）との通信は、サポー
トされていません。

•現在、ポリサーベースの統計はサポートされていません。ネットワークパフォーマンス
モニタリングツールを使用すると、帯域幅制限を確認できます。

帯域幅ポリシー構成の制限
ユーザーは、ダウンリンクとアップリンクの両方のパケットに対して、SMFと UPFの両方で
帯域幅制限を構成できます。この構成は、帯域幅制限構成がすべての課金アクションで同じで

あっても、事前定義された PCCルールのすべての課金アクションで行われます。

これらの設定を最適化するために、帯域幅 IDを定義して、すべての帯域幅関連の構成を含め、
課金アクションで帯域幅 IDを関連付ける必要があります。

帯域幅の値が変更されると、新しいサブスクライバは設定された帯域幅の値を使用し、既存の

サブスクライバは古い値を使用し続けます。

帯域幅ポリシー構成の制限を次に示します。

•帯域幅ポリシーの最大数：64

•帯域幅ポリシーあたりのグループの最大数：1000

•帯域幅ポリシーごとの帯域幅 IDの最大数：1000

•帯域幅ポリシー全体のグループの最大数：10000
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•帯域幅ポリシー全体の帯域幅 IDの最大数：10000

静的ルールおよび事前定義済みルールのレート制限
静的ルールおよび事前定義ルールの場合、帯域幅制限は帯域幅ポリシー設定によって実施され

ます。帯域幅ポリシーは、Active Charging Service構成モードの SMFおよび UPFで構成する必
要があります。

次に、拡張ビットレートを使用した帯域幅ポリシーの構成例を示します。

config
active-charging service ACS

bandwidth-policy BWP
flow limit-for-bandwidth id 1 group-id 2
flow limit-for-bandwidth id 2 group-id 3
flow limit-for-bandwidth id 100 group-id 100
group-id 2 direction uplink peak-data-rate 256000 peak-burst-size 1000

violate-action discard
group-id 3 direction downlink peak-data-rate 256000 peak-burst-size 1000

violate-action discard
group-id 4 direction uplink peak-data-rate 300000 peak-burst-size 1200

violate-action lower-ip-precedence
group-id 5 direction downlink peak-data-rate 300000 peak-burst-size 1200

violate-action
lower-ip-precedence committed-data-rate 256000 committed-burst-size 1000

exceed-action
lower-ip-precedence
group-id 100 direction downlink peak-data-rate-kbps 4294967295 peak-burst-size

4294967295 violate-action discard
group-id 100 direction uplink peak-data-rate-kbps 4294967295 peak-burst-size

4294967295 violate-action discard
exit

charging-action catchall
flow limit-for-bandwidth id 1
exit

rulebase cisco
bandwidth default-policy BWP
exit
end

UPFは、帯域幅ポリシー構成の変更をサポートしません。Note

ダイナミックルールのレート制限
3GPP TS 29.244に従い、以下の Information Element（IE）は、Session Establishmentまたは
Modification要求の Create QERまたはUpdate QERのQoS適用に向けて SMFから受信します。

•最大ビットレート：この IEは、この PDRに一致するパケットにMBR適用アクションが
適用されている場合に存在します。存在する場合、この IEは、PDRに一致するパケット
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に適用されるアップリンクやダウンリンクの最大ビットレートを示します。5GCの場合、
この IEは次の値に設定できます。

• Session-AMBR：PDUセッションの GBR以外の QoSフローのすべての PDRが参照す
る QER向け。

• QoSフローMBR：QoSフローのすべての PDRが参照する QER向け。

• SDF MBR：SDFのすべての PDRが参照する QER向け。

• Guaranteed Bitrate：この IEは、GBRがこの PDRと一致するパケットで認証されている場
合に存在します。存在する場合、この IEは、承認されたアップリンクやダウンリンクの
保証ビットレートを示します。この IEは、次の値に設定できます。

•集約 GBR：GBRベアラーのすべての PDRが参照する QER向け。

• QoSフロー GBR：QoSフローのすべての PDRが参照する QER向け。

• SDF GBR：SDFのすべての PDRが参照する QER向け。

• QoS flow identifier（QFI）：この IEは、UPFが、QoSフロー識別子を挿入した場合に存在
します。

• Gate Status：この IEは、パケットが転送できるかどうか（ゲートが開いている）、または
アップリンクやダウンリンク方向で破棄されるかどうか（ゲートが閉じている）を示しま

す。

• QER Correlation ID：この IEは、同じ APNへの複数 UEの PDN接続に対して APN-AMBR
の適用を行うために、UP機能で複数の PFCPセッションの QERを関連付ける必要がある
場合に存在します。

該当しませんが、UPFが 5G PFCPセッションの QoS Enforcement Rule Correlation IDを受信し
た場合は、それを適用します。

Note

SMFは、SDF、QoSフロー、およびセッションを表す必要な PDRを作成し、次のようにそれ
ぞれの QERを関連付けることにより、UPFで QoS適用をプロビジョニングします。

•セッションレベル、SDFレベルで QoS適用の QERを作成します。

•同じ GBR QFIを持つ SDFの集約の QoS適用のために QERを作成します。

•セッションレベルの QERを、セッションに定義されているすべての PDRに関連付けま
す。

• SDFまたはアプリケーション QERを、SDFまたはアプリケーションに関連付けられた
PDRに関連付けます。

• SDFの集約の QERを、SDFまたは QERを共有するアプリケーションに関連付けられた
PDRに関連付けます。

ダイナミックおよび静的 PCCルール
8

ダイナミックおよび静的 PCCルール

ダイナミックルールのレート制限



標準準拠
SMFと UPF間の N4インターフェイスは、3GPP TS 23.501および 3GPP TS 23.502で規定され
ています。

URR IDを構成する
Config URR IDは、デフォルトのベアラーにバインドされた静的ルールと事前定義済みルール
に適用されます。サブスクライバコールが発生すると、Rulebase内の静的ルールが通過されま
す。課金アクションで設定されたさまざまなインターフェイスに対応する URRバケツは、バ
ケツ IDをキーとしてサブスクライバのプライマリURRリストで更新されます。ダイナミック
ルールおよび専用ベアラーをバインドする事前定義されたルールの場合、PDRのURR IDリス
トは、UPの URRバケツの作成に使用されます。

現在、設定 URR IDは、SessCtrlで実行中のカウンタを使用して生成されます。

構成可能な Config URR IDを実現するには、次の手順を実行します。

•課金アクション外の構成テンプレートで、「Rating Group」と「Service-id」との URR-ID
マッピングが許可されます。

• Gy用に別のRating Group（RG）が設定されている場合、そのRGがGyバケツに適用され
ます。Gyに個別の RGが設定されていない場合は、すべてのインターフェイスに同じ
「Content-ID」が適用されます。

• URR-IDマッピングでは「Service-id」はオプションです。

• URR-IDは一意です。これは、show configuration error CLIコマンド、個別の検証スクリ
プト、または構成時のチェックを通じて確実に実施する必要があります。

• UPFの場合、URR-ID生成の値は構成から取得されます。UPは、PFDメッセージではな
く、構成から Config URR-IDを受信します。PFDメカニズムは、SMFと UPFの間では使
用されません。

• SMFは、URR-IDリストの構成をサポートしません。

• URR-IDは、rating group/content-id、service-idなどを持つ静的ルールまたは事前定義ルール
の UPFおよび SMFで個別に生成されます。

以下は、URR-IDプロファイルテンプレートの構成例です。
rg <x> si <y> urr-id <abc>
rg <x1> si <y1> urr-id <abc1>
rg <x> urr-id <abc2>

次の構成を使用して、Config URR IDを有効にします。

configure
active-charging service service_name

urr-list list_name
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rating-group group_number { service-identifier service_number |
urr-id id_range }

end

注：

• urr-list list_name：Active Charging Service URRリストを構成します。list_name は、1～ 63
の英数字で指定する必要があります。

• rating-group group_number : 前払い課金で使用するレーティング IDを指定します。
group_number は、1～ 2147483647の整数で指定する必要があります。

• service-identifier service_number : サービスに付与する番号を指定します。

• urr-id id_range :レーティングやサービスグループの URR識別子を指定します。 id_range
は、1～ 134217727の範囲で指定する必要があります。

•値は動的に変更できます。ただし、新しいセッションに対してのみ有効になります。

しきい値の設定
GTPPグループの構成は、UPFでのしきい値の計算に必要です。

UPFは、APN構成から使用可能なGTPPグループ名を使用します。APN構成では、1つのGTPP
グループのみを関連付ける必要があります。

以下に設定サンプルを示します。

configure
context context_name

apn apn_name

gtpp group group_name

ip context-name name

exit
gtpp group group_name

gtpp egcdr service-data-flow threshold interval interval

gtpp egcdr service-data-flow threshold volume downlink bytes

gtpp egcdr service-data-flow threshold volume uplink bytes

gtpp egcdr service-data-flow threshold total bytes

end

オフライン URRで上記の service-data-flowしきい値のいずれかがヒットした場合、UPFは
SX_SESSION_REPORT_REQUESTをデータ量を報告する SMFに送信します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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